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伊豆諸島におけるツバメHjrU"dorusticaおよびコシアカツバメ〃､dtzurjCaの繁殖記録

長谷川雅美’

伊豆諸島におけるツバメ類の繁殖記録は，1970年代前半における三宅島，八丈島，青ケ島の３島か

らの記録以外に確実な報告はみあたらない（樋口1973)．筆者はこれまで記録のなかった北部伊豆諸

島で，ツバメとコシアカツバメの営巣を確認したので，ここに報告したい．

筆者は，腿虫類の生態調査を目的として，1977年以後伊豆諸島を訪れてきた．ここでの報告の主な

対象である神津島では，1981年から1990年まで（1985年を除く)，ほぼ毎年調査を行なってきた．ツ

バメ類の存在が気にとまるようになったのは，1984年以後のことである．この年６月には，神津沢脇

の人家（モルタル外装）の軒にツバメの巣を１つ確認した．1986年と1987年には，５月と８月に島を

訪れ，ツバメを確認した．1986年の８月10日には，1984年とは別の場所に巣を確認した．すでに繁殖

は終了していたらしく，ヒナはみあたらなかった．さらに'989年には，村落中央部の商店の軒下に２

巣を確認した．1990年の６月22日に，前年ツバメの巣があった商店の軒先に見慣れぬ巣がつくられて

いるのに気がついた．その場で待っているとコシアカツバメの成鳥が巣の中に入っていくのが観察さ

れたが，ヒナはみあたらなかった．約１か月後の７月24日に再度観察したところ，巣の出入り口から

かなり成長したヒナが体をのぞかせており，コシアカツバメの親鳥がさかんに給餌していた．ヒナは

少なくとも４羽同時にみることができた．その後村落を道路に沿って探したところ，育雛中のツバメ

の巣を２つ確認することができた．ヒナの数は３羽がｌ例で，もう１つの巣では５羽までみえたが，

それ以上は確認できなかった．

コシアカツバメの巣はドームを逆さにして軒下に張りつけたような状態につくられており，この種

の典型的な形状をしていた．しかし，巣を構成する土の状態から，この巣はツバメの巣を土台として

つくられたものであることが推察された．

神津島以外では，伊豆大島と新島でツバメの営巣を記録した．伊豆大島では，1990年７月２日に元

町の東海汽船の待合所の天井で育雛中の巣を確認した．新島では，1990年７月19日に北部の若郷集落

で民宿の軒下につくられた巣を２つ確認した．ヒナはすでに巣立っていた．

以上の記録により，今までまったく記録のなかった北部伊豆諸島でもツバメ類の繁殖が確認される

ことになったわけであるが，神津島の断片的な観察から，これらの島々でのツバメ類の繁殖はごく最

近（1980年代中ごろ）のでき事であり，現在ゆっくりと増加傾向にあることが示唆される．また，コ

シアカツパメの繁殖は伊豆諸島でははじめての記録であり，今後ツバメとともにどのような経過をた

どってゆくのか，注目される．
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BreedingrecordsoftheBarnandRed-rumpedSwallows，

ＨｉｒＬｍｄｏｒ"s〃ｃａａｎｄＨｄα”ica,ｉｎｔｈｅｌｚｕｌｓｌａｎｄｓ
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ＡｍｏｎｇｔｈｅｓｗａｌｌｏｗｓｏｆｇｅｎｕｓＨＩｒｕ〃do，ｔｈｅＢａｒｎＳｗａｌｌｏｗＨｒｕｓ〃cawasknownto

breedinthesouthernthreeislandsofthelzulslandsinearly1970,s、Recently，duringthe

visitstothenorthernlzulslands（1981-1990),ｓｏｍｅnestsofHrusZicawasfoundonKozu‐

shima,Nii-jimaandOh-shima・Inthesummerofl990,ａｎestoftheRed-rumpedSwallow

HdauricawasobservedonKozu-shima・ThisisthefirstbreedingrecordofＨｄａｕｒｉｃａ

inthelzulslands．
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